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　　　　　　　　　　　　　要　　鷺

　穴、州龍西部には多くの重要な炭磁が存在しているが，

そ鐙うちから薦，鶴・崎戸一松島・佐世保の3炭田を対象

駄して，爽炭層についての花粉学的研究を行なった、

　層序上からみ灘、ば古第三紀高島層群から新第三紀琵三世

保層群観及んでいる．これらの炭層の花粉分栃の結二、渠，

高島および締戸花粉群におレ・ては単溝型の花粉藩δ、よび3

溝，3溝髄型の花粉が多く，これらは殻斗麟・や、灘子葉の

花粉～二考えられる農

　上位の佐世保花怒｝群では無我型と多孔型の花粉が多

く，ごれ勢はイチイ科～薫ハンノキの花，紛である、その機

の構成も下部の層群お．．L位の層群とでは変化がみられ，

北麟九州における古第三紀から新第編嚇ヲ卿驚室る間，

温暖より温冷に至る古気候の変化の存在が推定できる．

　窯たイ窟世壬剰蜜繊より薦蒙する粘結淋炭中でも花薯糠・胞、子化

石の保存はよく，こ勲、らが強度の熱変化をうけていない

　寧　き蝋

ことを示していた。

九州・本州および北海道申部の古第三紀炭田における

炭層の花粉学的機査は，今回の調査をもって噌応終了

し，こ誹璽、らの炭田から産した花粉・胞子化石は一括して

三獄く図示する予定である撫

薫．緒　　警

　昭和28年以来，懸内の主要炭田において炭層の花粉

単的研究を1行なってきたが，その概査的な報告はすでに

いくつか発表した、

　その後各炭讐三1における主要炭層の花粉学的特徴を，明

らかにすることを継続していたが峯九州北西部において

も剃続き研究を行なう戸誌にブ謙り，照和鐙鵯願鍬

か毒雲月！肩・／までの黙購間外業を行なった．ついで

内業をつづけていたが，その概査的な結果をこの報告と

して取りまとめ提示し，カ，州北欝部諸炭縷ダ）堆積環境解

明の ・助とする次第である濁）．

注1、）　本邦炭の花粉学的研究，第鱒報難

3併＜5継）



北霞九州主要炭酬こおける炭麟の花粉分析研究（徳永童元・罵上　亨）

　従来九州北部の諸炭田においては高橋清（九州大学〉

紅よって花粉学的研究が行なわれていたが，高島炭田に

ついては未調査であり，憲た一方ここが当所の島簾半、島

周辺地質調査の範囲内でもあったので，南から高島，崎

芦一一松島，佐世保の欝炭田を研究の主目標とした．

　窟た層位的にみれば，花粉分析を行なった炭層は古第

三系の下部より新第三系の申部に及んでお鯵，ほぼ始新

世から中新繊霰でが含譲れている、

　前記3炭田は比較的地域的にはまと窟っているが，全

炭層を花粉分析することは不可龍であったので，各層ご

とに代表的な炭層をえらび，それについて詳論を行なっ

ている雛雀蕩来プし州ヌ撫羅釜音翼に藩よ轟噸藍ま吻学海勺資牽畢ゆ§乏しく，

蕎から断片的に知られているにすぎない．したがひて今

回明らかにした花粉化石灘の内容は，こうした謝からの

新しい資料となろう。

　外業を肴な旗凝無っては，三菱鉱業株式会社，松島炭

鉱株式会社，中璽，新報国，その他各炭鉱の本社および

現地の方々からご援助をうけた．鳳こに深謝する次第で
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霧，　研究調鷺地の地質概観

　今麟の調査地内の地質については，この地域が地質学

的にも資源的にもすこぶる重要な所であるから，多くの

地質調査が行なわれている．その結果についてはここに

改めて述べないが，花粉分析試料を採取した地層およぴ

箇所については以下に概説することとした．

　研究を行なった爽炭第蕊系のうち簸下位に相当するも

のは，長崎帯港外蕩島に分布する高島層群端島爽炭層

で，高、臨より北方約50k糠にある蠣ノ浦島や大、島には

さらにその上位の松鳥層群崎戸爽炭層が分布している．

調査範囲内における最北部には北松浦半、臨の大半をしめ

て佐世保炭田がある．この炭濁における佐世保層群は段

ξんど全層轍わたって炭層が介在している．

　ごれら3炭田において試料を採取した炭層については

炭柱図を示し，窟た第i図には全般的な試料採取地を示

した。

　震，嚢高島炭溝

　本炭田は畏崎県の南鮫部西彼杵半島に近く畏崎港外一一一

帯の海、i二tにあり，高島および端島，簿王島などで採炭が

行なわれている．

　高島における第三系の模式的地質柱状図は第窯図鱒示

したが，　主要炭層は古第三紀高島層群端島爽炭層申に

介在しており端島爽炭層は砂岩・頁岩の互層か鞍な心て
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蜷質調蓋所月報（第絡巻　第！〈）攣）

い凱

　端島屠中の主要炭層の炭柱図は第零闘に示したが，上

位から、．ヒ八飛・胡麻五尺・磐砥五尺・亀鷺尺弓＆八尺・

新五尺などの炭層羅ついて分析試料を採取した。この報

轡ではそのうち最菰位の上八尺，申位の十八尺，最下位

の新五尺の炭層の分析結集を添した．

略幾　　　写ま｛～ ・鑓’，i　　　薄終
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織媛縷蕪状鎧

　この端鳥層からはぐ蟄糟灘蜘痴灘，漏議醐海認溺野、雪認一

蠣編認などの植物化石の産出が報轡審れてお碧，，賑撫」

響摩勲滅隷はかつてごの端島層の下位にある二子騰層中

からみいだされたどいわれ，古糖物攣的にも注繋されて

いる所である．

　濤。黛　鱗郷・松鳥磯欝

　畏崎県で憲徴保市爾西欝墨ζ鶯の海．雛こある蠕ノ浦鳥お

、よび大島には，蕎島層群よりも上位の松島層群が分布し

ており，潤層群の．h部に当る傭戸層（大、鶏における大島

爽炭層）中には多くの炭層が介在している．

　慧の2つ薪）鳥は呼芝戸瀬芦によやて互い轍1舞華嚢してお

拳，蠣ノ浦島瞬戸においては蹴菱鉱業株式会社，大島で

は松島炭鉱株式会社が採炭を行なっている、、これら両島

でたてられた模式地質柱状図は第蟻，ε図に示した．

　蕪菱鉱業株式会社崎芦鉱業所坑内では，．．ヒ位から翅

尺・十五尺・盤下・八寸などの諸炭層がみられ，これら

から花粉分析試料を採取した．そのうちごの報告には最
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上位騨）脳尺，中位び）十五尺，さらに下位の盤下などの炭

層の分桝結果を示してある。これらの炭柱図は第5図に

示い為

　地層は大島東側に最下層呼子ノ瀬層があり，順次茜方

に、1二位層が分布する．しかし寺嶋（赤癒）層群と松島層

群とが）問は顕薯な不整合であり，中芦瀬戸をはじめ爾島

には東西性の断層が多く，地層の分布も一様ではない

が，蟻ノ浦鳥崎戸で稼行されている十五尺層は大島で稼

行されている本層と対比されている。

　木島においては松島炭鉱株式会社大島鉱業所坑内にお

いて大島謎炭層（躍騎芦層）申の主要炭層かも花粉分析

3窯一（懸暮）



北幽六、州搬要炭1・1三1における炭麟の花粉分析研究（徳永璽元・

蕪下騰

、1、毒　　∫鍵　唯　融毅灘　l！三）毅鎭i

・碁季

誰鷺辛審を／繋置蝕した，

　プて島爽炭層には、虹イ立から串層・菊箆σ鷲ド　　 ・下層な

どの炭層が挫在しているが茅そのうち麟3者の分析結果

をごの拳侵轡にのせたΦ

　重池蝶銚褻式融三擁犬鷺し1管．勲び／業粧三図は1鷲6奪7図に示してあ

翫
　露，簿　イ竈世ゴ畢嵐購

　調査地内最北綱こ位する・佐世保／熱三1蒸については，従来

粘結炭鷹地として知られ，その賦存状態や成因について

の地質学的研究や炭質調査も行なわれている．この地域

では最下位のオ；隣ll奪層が炭顯東部で基盤の花灘岩に膿1二接載

る所もあ韓，それ以．ヒの地層は全般幾勺には薫（）耐窯ゲ四の

傾斜を榔って頗次西方に分布しているといえる、しかし

／黄旺i中央部を／i藁簿ぐ南講ヒに走る楢三．々想断，繕・によウて越葎憂iの

講部は複雑な地質構透を量している雛

　今回は佐世保層群の各累ノ讐から代表的な分析試料をと

ることが鷺的であったが，憲ず額継難嚢墨マ1ざ諺鷺湖茎ヂ）申讐炭薄鷺

坑内において相浦／轡申の大瀬灘尺と申，璽層の柚木三枚の

窯炭層を，また縄贋にあつた試錐tコアよ箏率欝i麟護最下位

の新涯晒尺層を対暁象として試料採取を行な・箒た瀞

　これらで左鮭i；舞義攣韓洋1二拝の層イ立に鷲）いては奪欝81灘に凝丸転、て

ある。

　また柚本層申の重要炭層である松浦三尺層とそ1の上位

の世知原層申の砂盤の慧炭層については，佐撤保市市ノ
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蓼、　童要炭麟の花粉分析結果

　隷、三　分季野婁轟

　今回が）調査鱗囲ド暮には粘結炭および弱粘結炭が産幾一す

るが，これらの炭質の試料を分析する難は若干の轄三意が

必要である。

　その処理法としては，紛砕した試料を濃硝酸で溶浸

し，さらに苛性かタで処理する場合非常に粘性をおびた

塗桑渣がで1ぎる⇔この呼痛こイヒ石花粉・！搬子が含まれて1いる

ので，水洗しこれらを取出すため／こ入念に操作を行なう

必要が凌）るの酸処理後アルカ1お処鷺／舗療こ．1ゴ登液の糞・懸、が

うすくなるまで水淋＆を、艮領隻するこ二どが1拝妻要である崇

　粘結炭中においても花粉・胞子化謄は保存がよく費炭

質によってその形に変化をうけているということは認め

ら才Lな秘㌔

　以Lの注意をもっで処理を行ない，グリセリンゼリー

で封入した沿

　馨．欝　おもな花粉・胞子化鱗にひいて

　高島・崎芦一松島・佐世保の3炭鎗内に分布する諸層

は層序的に総合すると，古第三紀飴新世赤縞層群から新

第薫紀中欝欝購三世保層群までにわたやている．
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